
 平成　　　　 　年　　　　　 月　　　　　 日

病棟（病室）　　　6東病棟　（　　　　　　　　）

患者様氏名 様 主治医

主治医以外の担当者

・血液検査、レントゲン、心電図の ・朝食は食べることができます。 ・帰室時より、指定時間ごとに体温、 ・朝に、体温、脈、血圧を測ります。 ・歩行負荷心電図
  　検査をします。 　その後は、食事は取れません。 　脈拍、血圧などを測ります。 ・採血とレントゲン・心電図の検査を 　の検査があり

・体温、血圧、脈拍を測ります。 ・カテーテルを入れた場所も観察します。 　行います。 　ます。
・身長、体重、体温、脈拍、血圧を測ります。 ・帰室時より、心電図モニターをつけます。 ・朝より食事することが
・心電図モニターをつける方もいます。 ・時間ごとに採血と心電図の検査を行います。 　できます。
・（　　　　　　　　　）食が出ます。 ・飲水や食事の時間については、

　治療後に説明します。
・HCUへ入室します。

・薬の種類によっては中止することが ・朝から抗生剤の内服が始まります。 ・治療の結果により、薬が変更される ・医師の診察、傷の消毒があります。
 　あります。　確認できしだいお伝えします。 ・中止する薬以外は、朝も昼も内服して 　方もいます。 ・診察の結果、点滴をしばらく
・夜、眠れないときは、看護師にお話し 　ください。 ・点滴は、次の日まで続けます。 　続けたり、尿管を続けたり
　ください。 ・検査着に着替えたら点滴を開始します。 ・抗生剤の点滴をする方もいます。 　する方もいます。
・治療準備のため、除毛が必要な方も ・指示により尿管を入れます。 　医師、看護師にお尋ねください。
　います。 ・治療の時間にあわせて安定剤を内服します。 　

　看護師がお持ちします。 ・HCUに入室した方は医師の診察後
・車いす、もしくは、ストレッチャーで 　問題無ければ
　検査室に移動します。 　一般病棟へ戻ります。

・入院してから、医師の指示により ・治療後は、安静が必要です。 ・その都度、説明します。 ・その都度、説明
　安静にしていただく場合があります。 　1人で動かず、看護師に確認してください。 　します。
・シャワー浴、清拭は、かまいません。 ・足の付け根から治療した方は、

　より安静が必要なため、しばらく
　足を曲げることや自分で寝返りを
　することができません。
　随時、看護師よりお知らせします。
　それまでは安静にお願いします。

・入院時オリエンテーションを行います。 ・ご家族の方は、病室でお待ちください。 ・治療後、具合の悪いときなどは、ナースコールでお知らせください。 ・医師より、 ・次回受診日、
・主治医より検査の説明があります。 ・治療後は経過観察のため高度治療室（HCU） ・主治医より、治療結果や今後の治療方針等について説明が 　歩行負荷心電図 　内服薬、退院後
・胸痛時は、ナースコールを押して 　に入室します。 　あります。 　 　の結果を説明 　の生活について
　お知らせください。 　治療経過が問題なければ治療後1泊で一般 　します。 　説明があります。
・分からない事がある時は、看護師に 　病棟へ戻ります。 　
　お尋ねください。 ※また、HCUの入室状況によっては、治療後
・診断書等の必要な方は、早めに提出 　HCUへ入らず、一般病棟に戻ることもござ
　してください。 　います。

　注１）　病名等は、現時点で考えられるものであり、検査、治療をすすめて行くに従って変わる可能性があります。 東北労災病院　　　６階東病棟
　注２）　入院期間は、現時点で予想されるものです。
　注３）　計画通り治療がなされた場合、医療費３割負担の方の自己負担額は約４０万円になります。

　　　　　上記の内容とその説明に十分理解していただけましたら、ご署名をお願いします。　　 患者様サイン

入　院　診　療　計　画　書
経皮的冠動脈インターベンション（ＰＣＩ）クリニカルパス

病名 症状

治療後
退院日

２日目以降

検査、治療内容および日程

　経皮的冠動脈インターベンション　（　Ｐ　Ｃ　Ｉ　）　を　受　け　る　方　へ

目標 ・身体的・精神的に安定し、スムーズに治療が受けられる。
　　　　　・血圧、脈などが安定し、出血、不整脈、胸痛がなく経過する。
　　　　　・安静の必要性が理解できる。
　　　　　・指導内容が理解でき、退院後の不安が解消される。

　・指導内容が理解
　　でき、退院後の
　　不安が解消できる

（　　／　　）から

治　療　前　日　 治　療　当　日　（　　　　　／　　　　） 治療後・１日目　

　(　　　　／　　　　） 治　療　前

検査
食事

（　　　／　　　）

内服薬
注射
処置

安静度
清潔

説明
指導

治　療　後 　(　　　　／　　　　）

特別な栄養
管理の必要性

     有　　・　　無　　　（　どちらかに　○　）

お大事に！


